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トドウラの夜明け

主　な　内　容

白樺と針葉樹に囲まれた金山スキー場　せせらぎの宿へどうぞ　　　　　7面

町に20万円を寄付(燃料小売店4社)　　　　　　　　　　　　　　　8面

歳末見舞金を配分(町社会福祉協議会)r3-かあしらせ　一一　　　　　　　8面

西　LLj　陽　一　民　撮影(住吉EEJ)

(1211 1日現存)

也,TH致2,188世Jir(△ 6)

^　H7,369^ (^14)

男　3.676人(△13)

*　3,693^ (All

凝( )内はHTJJJltJ
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第178号　　　　　　　　　　　広　報　し　へ　つ　　　　　　　　昭和57年1月1日
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とう;ございます

標津町長

小　野　幸　三

厳しい中にも昭和五十七年の新
しい年を､皆様と共に迎えることのできましたことをお慶び申し上げますo

規多先人が築いた古き良き雅史

と､未来に向ってLJ-ましい妙みを続ける標津即の進路をおあつかりする町位として'私は'その式任と使命の盛大さを銘肝し､町政推進に努めてまいりましたo

Lかし乍ら､過き去った昭和石
十六年に想いをおこすとき､大型プロジェク-として図･瓜に働きかけをしてきた標梓川のさけ･ます州稚モデル苑地の建設は､本tEI

＼

)

度田における調査費が計上され､構想の授階から実地への展望か開かれてきたことは朗報の　つではありましたが､比内､同鉄･甘柿野間題は､当山統廃合を回避できたものの先行き相も変らず厳しくまた､ナース工場の川北誘致逃軌は'ついぞ日の目を見ることなく終えんをむかえ､加えて､町全体を穫う不況沈滞ムートは､これをめ-い去るには至らなかったなと今後に残された探題は多いといわざるを得ません｡

ひるかえって､低成長を余儀な

-されたわが国縫柄を願りみます

｣

に'長-暗い-ンネルに突入したまま､未だもってこれを抜け出せず､こうした影響をまともに受けて昭和五Iヒ年度の岡･道の予其編成力針は､ゼロ･/-リング(伸び率ゼロ)の厳しい情況の下にあります｡本町においては､町財政の地域に与える影響を熟慮し､横板刑上予算の展開に努めておりますが'厳しい状況をふまえ､新しい年に即応した新しい感覚で､今新ためて.惰件を排し､効率的･読点的な行財政運営に心するものであり､それには〝町政の主人公は､あ-までも町民である〟との理念で'各地域の力かたとの話し合いをいっそう深め､将来の標津町には何が必要かを､適確に判断し､必要な施策については免断をもって実施する所存であります｡

新年度は何よりもまず､地場産

業開発とこれに関連する企業誘致に積極的に取り組み､雇用間口の杓大による過疎化に歯止めし､町の活力づけを殺更点に'｢さけ'ますモデル兆地建設｣ '近代的な農村を創造するための｢農村総合整備事業｣の推進､内外の評価の高まってきLJ｢ポー川敗跡自然公賦｣の充実を期するときでもあり､ま

)

)

た､交通の拠点であり観光施策の要となるべき｢駅前開発｣の計画具現化と､近代的市街地形成を目ざす｢標津市街図道拡幅事業｣の仕上げの年でもあります｡さらには､金山地域の｢温泉開発｣｢スキー場｣の充実が注視され'将来にあっては､｢文化会館｣ ､｢北方水族館｣の埋設を夢見ております｡
このように.より高いまちづ-

りの理想からみますと.まだまだ宿題は多い訳ですが､活気に満ちた豊かな郷土を建設するにはへ内政の要となるべ-職月とl丸となって､町民の生活を肌で感じ､問題解決者の役割意識をもつなかで'なしえる最尊をつ-Lt難局を乗り切る決意であります｡

以上述べて参りまLLJがErlづ-

りの基本nIZ標を基軸に､人間増悪を基本理念とした､〝和やかななかに､活力に満ちた､住み良い､温かな町づくり〟に全力を傾注する施政の山端を披渡し､心からなるご理解とご協力を盃ねてお願い申し上げる次第でありますQ

潤筆にあたり､皆様のご健康を
祈り､お仕事のご楽昌とご一家のご紫栄を願い､年頭のご挨拶といたします｡

健康で働き　楽しい家庭をつくりましょう
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新年あけまし『
おめて要

標津町議会

議　長　大　沼　善　雄

新年あけましておめでとうござ

います.希望に満ちた輝かしい新春を､お家族揃って迎えられたことと存じます｡

激動の一九八〇年代と言われて

おりますか､昨午も正にそのとおり推移したようであります｡経済不況は位引き'商工箕は依然として低迷を統けています.農業についても､El年連続の乳価の据訊き､漁菜も､北海iEJは空前の盟漁といわれながら､本町は､ノルマ達成者セロという不振に終る･Llと､本町の経済全体か停滞した年でありましたo

暗あLJかも､昨年暮れ関は行政
改革を推進することを決定いLJLました.行政改革のねらいは'阿､地方を通じて財政の簡素効率化を実現'公共団体の機能を縮少し､

民H-∃の泊力を拡大することであります｡しかし､政府は'当面Eilの財政再建に造血をEiBいた感があり､歳rhの大巾削減をしようとしていますo　これは補助金の削減につながり､地方へのしわよせ'弱者へのしわよせが心配されます.

これらのことを巧え合せると､
明年度の本町の財政埋骨は相当厳しいものになりそうですC　歳入ては農業､漁柴の不粒による税収入の落ち込み､同からの補助金削減等による歳人不足が予想されます.

一方故山では物価､人件背の砧膳
などによる経費の朽大など'流の痛いところてす｡

町良も､十一月議会で､明年度
は新規和英見送りの態度を表明しております.Eの行政改革は短期榊て終るJのではありません｡地

.)

ノ

方同体も長期にわたりその影響を受ける覚悟が必要です｡
本町も､国の行政改革を他山の

石として､この機会に独自の行政改革に取組み､組織の見直し､既存施設の有効的活用､予算の効率的運用など徹底した改革に積極的に取組んて､この粍局を乗り切らなければならないと考えます｡

さて､本年は'かねてからの懸

案てありました駅前開発が酒手されます｡又'鮎綱全社の進出も予定されているなど明るい見通しもあります｡駅前開発は'旧漁組の事務所を中心として駅前ター",ナルを盤備し､本町を通過する六〇万人の観光客の足を止める切り札と考えられていますC　この施設が本町の観光､及び交通の拠点として飛躍する足かかりとなるよう大き-期待されています｡

長い不況からの脱出を願い､農

薬'漁業.商工業､林薬など産発の安定的振興を図り､活気ある町づ-りに議員一同真剣に取組んて参る所有てあります｡町民各位のこ叱正をお願い申し上げますo

皆様のこ多幸を祈念Lt半紙の

ご挨拶といたします｡

E4㍍<I= jE PB1
成金は一月七日

先月号に､昭和五十七年の成人
名を紹介しましたが'とくに､本町での成人式に参加を希望する方がおりますので紹介します｡

先月号の掲載で､氏名に誤りが

ありました｡訂正しておわびいたします｡

桝津町成人式に

参加を希望する方●滝　田　秀　幸　さん●吉　田　孝　典　さん●吉　田　健一　さん●中　島　和　昭　さん●大　山　　　帽　さん

氏名が間違っていた方●双兼町

㊧　●藤　本　　　盟　さん◎　●藤　山　　　惣　さん

●西古多糠

㊥　●娼　沢　穂　子㊥　●取…沢　千恵子

●茶志骨パイロッ-

㊧　●上㊤　●上

:‖　EH

朋　明

子　子

さ　さ　　　さ　さ

ん　ん　　　ん　ん

3　　　　　　　　　　　[∃然を要し　美しい郷土をつくりましょラ
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ヒう;ございます
路上駐車は除雪作業をおくらせる最大の庶EEgです　絶対にやめましょう

標津町農業協同組合

警長理事　吉　田　　　昇

新年明けましておめでとうござ

います.町民のみなきまには益々ご健勝で希望に満ちた新年をお迎えのことと存じ心からお慶び申し上げます｡

平素､農協運営につきましても

ご理解ご協力を賜り厚-お札申し上げますo

昨年は私共酪農にとって乳価の

連年据置き､生産資材を始め諸物価の高騰､需給不均衡に起因する生乳生産計画等波乱含みのスター-でした.これに加え､k雨､低温続きなど異常気象にょり乳牛の粗飼料不足や質的低FLを来LJすなど多難な年でありまLL'｡

このような厳しい端境下であり

ましたが､牛乳生産では相月-/を超え､計画をやや卜過る実相をみることが出来まLLJ｡しかし.

L

L

万富肉個体販売では不振であり､とりわけ初妊年､肥軒素牛の価格低迷､消流不振か彫響Lt酪農経営にとって大きなマイナス要因となりましたC

こ永知のように解虚は多税の投
資を必要とし､このため負僧侶週が経営上の大きなネノクとなっていますが'各関係機関のご指導ご協力のもとに鴨鹿経営負債教理資金融通容器等により二%艮期低利への乗り準えを行うなど対策を講じて参りまLLJD

牛乳洞野拡大連動については､

全道の幣農民が自ら資金を拠出し運動を展開して二年日に入り昨年は全国的な13(域の気=jL外もあり.飲用牛乳の消費が大き-伸びた結果､牛乳､乳製品の民間過剰在庫も無-なりやや明るい材料も出て

)

きました｡

粒近の酪農情勢は､国際化社会

･経済動向の影響を大き-反映する時代を迎えました｡従って問題の多くは､単に鹿茸だけで解決てきないという性格のものが目立って参りました｡このことは農米も常に新しい内外の環境や条件を見極め'事態に適合しLJ諸対熊を講じなければならない事を示唆しているとt苧えましょう｡

昨今､各界に於ける農業批判な

どありますが､農業は他産業と同一視出来るものではな-､任期的にも国際的にも免租は不足して参ります｡私共農業者は'国の根幹をなす虎視生産という朝会的使命を組織し､努力して参りたいと思います｡

本年も引続き塩めて困稚な状況
下でのスター-ですが'ひとり酪農だけが厳しいものでな-､今後さらに生産性の向上､経営コストの引下けなどあらゆる努力を傾注Lt　町民各位'他業種との協調を旨とし般尊をつ-して参りL'いと存じます｡

本年もよろし-こ理解ご協力を

賜りますようお願い申し上げ年虎のご挨拶にかえさせていただきます｡

‥

)

今漣鳩

成年

いろはかルタの.枚目は'ご存
じ｢犬も歩けば棒(ほう)　にあたる｣｡

これは｢物冬をなそうとする者

は､それだけ災難に遭うことも多い｣という意味とも､｢やってるうちには､思いがけない幸運に合うこともある｣という意味だともいわれています｡

今年は､成(イヌ)年oどちら

の解釈をとるにしても､佃魂な心配りのもとに析梅的な懲力を併しまず､開運間違いなし　-　といきたいものです｡

犬といえば､知滋･豹公･誠火

の代名詞のような動物｡｢桃太郎｣や｢花咲爺(はなさかじじい一｣に登場するのも､そういう犬LJちてす｡また､速-｢H本い=紀｣には白犬が倒れた主人を守って純化するまてそばを離れず､そS心を炎れんた1{rlの人州て｢,土人1,北へて墓に葬られたという'巾心火ハチ公

たかいに助け合い　暖かいネ工会をつくりましょう
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新年あけまし一
おめでq

標津町商工会

会　長　疋　臼　敏一

新年明けましておめてとうごさ

いますo

町内の皆様方には､新しい年を
希望をもってご健勝でお迎えになられたことを心からお慶び申し上げます.

さて'放近における本町経済の
動向は､l次産某の生産不振､個人消費の低迷'さらには住宅投資の落ち込みなどにより停滞感を一層強めており'中小企業を取りま-景況も企業倒産の発生をみるなど､非常に感化の傾向にあると言わなければなりません｡

予想される本年の経済も､EEI際
的には､ますます悪化する貿易摩擦､発展途上国の追い上げなど､また､国内的には需要構造の変化'消考の停滞など多-の問題が山稗し､これらが町の経済にも直接波

及し､依然として収しい状態が統-ものと覚憎をしなければなりません｡

しかも'凹においては'いよい

よ本年より行政改革の第一少を進めることになり､これらが地方行財政､経済の上にとのような影響をもたらすことになるのか､我々は強い関心をもって対応していかなければならないと思われます.また'我々経済にかかわるものは'かつての高度経済成長の夢は捨て､現在の低成長に対応できる経営体賓をつ-りあげることが殻も肝要であり'その手按は､他に依存することではなく､自らの経験より得た教訓を基調に'いわゆる内助自立の精神に立脚した強固な故事策でなければならないと卑っのであります｡

地域づ-りの基本目標は､｢個

)

)

性盟かな地域社会の発展｣と｢調和のとれた魅力ある地域端境の創立｣てあり'商工会としてもこのために般串の額力をしていかなければならないところであります｡特に昨年は'商工会法の一部が改正になり､商工会も､地域権柄はもとより､地域住民の福祉の増進に寄与することも大切な事業と定められたのであります.我々は'なお一層､商工会の発揮すべき機能と埠っべき役割をじゅうぶんに自覚し今後に処してまいりたいと考えております｡

標津の商店街も､町ならびに関
係機関の格別の計らいにより環境の鞍傍が進んでおり深-感謝を申し上げる次第てす.今後は'個々の経常体質の改善に各自が独力をしていかなければなりません｡またへ川北商店街についても､史に町のご支援をお願いしていかなければならないところてすが､自らも自主自律の精神をもって努力していかなければならないと考えております｡

今後とも一層のご叱正とご鞭糧
を心よりお願いいたし､政後になりましたか､住民皆様のますますのこ健勝､ご紫栄をお祈りし､新年のご挨拶と致します｡

の先祖みたいな謡が花鉢されています｡

そんなはるかな昔から､犬は人

間の大切な〟協力者〟だったわけです｡いまも狩猟犬､牧羊犬をはじめ.新しいところでは市類火､政助犬､警野犬などとして慣れた能力を発揮しています｡

ところで､妊産婦の滞祝いに｢戊

の臼｣が選ばれるように'犬は安産･多産の象徴になっています｡では､イヌ年生まれの人はどの-らいいるかといいますと､意外に少なく全国でぎっと八百七-四万人(総理府統計局調べ)ゥ日本の絶人口を十二支別に分けてみますと'十一番目になります｡ちなみに､位も多いのがサル年生まれの人で､約千二十六万人､いちばん少ないのか-リ年の約八日二十･ハカ人ですC

そんなわけで､-二文も　柵の

〟生活美学〟とみれば､なかなか趣深いもの.犬の特徴にあやかって'ことしもすぼらしい:にしたいものですが｢1人船に状.はJゆれば万犬実に伝うしのことかさもあります｡自分の‖て小父を比定め'自分の心て判断するように心がけ､軽々しい付和川同は胤けたいものですわり

心を豊かにし　文化を高めまL/Jう

償却米産の申告は二月一日までです　忘れすに′･
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新年あけまして 

おめでとうございます 

たばこは町内で買いましょう(二〇本で三〇円､55年度で三､l五〇万円が町の収入)

標津漁業協同組合

組合長-　馴　山　　　猛

町民の皆様'新年明けましてお

めでとうございます｡

昭和五卜七年の輝かしい新春を'

町民の皆様とともに迎えることが出釆ましたことを､心からお塵び申し上げます｡

さて､昭和五｣六年を顧みます

と､漁米をとりまく環境は放し-多難な年てした｡

本年は､諸物価の･S鵬に伴い'

漁兼資材､人件照などの仙上がりによって生産コス-が上井し'反面'魚価は低迷し､漁業経営の将来は､過迫の状況が予想されます｡
このような中にあって'今後､

漁業が食組鹿茸として､まLJ.本町の基幹産婆として恒久的発展をとげるためには､資源の維持柵大

L

L

が硫安てあるとともに､その資源の有効な楕用によって経済効率を上げることが並要課題てあると思います｡

本年は'昨年にも増して漁丑情
勢は厳し-なることか予想されますのて'これに対処するL'めには組今月の心と力の結処によってこの桝局を打関して参らなければならないと思います｡関係機関､関連産柴と綿裸な連携のもとに'ご指導を賜りながら餌某推進に役職員が一休となって鋭意努力して参りたいと存じますので､よろしくお願い申しJlけます｡

般後に､町民皆様の益々のご発
展とこ多事をご祈念申し上げまして年紙のごあいさつと致します｡

｢せっか-の初もうでだから､
おさい銭は千円のつもりだったが.大混雑でさい銭箱まで近づけず､お札を投げても届かないから'百円玉を高-投げてきた｣

-　とは'ある初もうで客の話｡昨月l月l U-四日間の初も

うで客は'全回で約七千百万人と前年に比べて約四百六十万人も多く､史上僚芯を記録しましたC　これは､国民十人のうち六人が初もうでをした勘定になります(警察庁調べ)｡もっともこのところ各地で七福神もうでに人気が出てきているのて'1人で七カ所回った人もいるわけですが･

初もうでは'正月にその年初

めて神社やお寺に参詣することですが､昔は'恵方(えほう)まいりとか恵方もうでと言って､その年の″舌の方角〟にある神社仏閣にお参りすることが多か

ったようです｡

肘仰方とは､中国から伝わった
十干十二支の思想に根ざすもので､その年の干支(えと)　によって〟書の方〟と決められた方角を言います｡そこで､その方角から幸逃が-る､つまり歳徳秤(としと-じん)　が訪れて-ると侶じられていました｡こうLLJことから､その年の　〟苔の方角〟にある社寺にお参りして､その年の福徳を祈ったのですD

LかLt叔近では､交通の候

が優先し､とりわけ都会に住む人たちは､終夜運転をしている沿線の神祇やお寺に人気かあるようてす｡また､マイカーで出かけて'初日の出を拝んでから参詣するという人も柑えているようです｡

それはともか-､ことしも良

い年でありますように　-

子どもの夢を育て　平木□な町をつくりましょう　　　　　　　　　　6
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針葉恥二囲まれた

金山スキー嶋･

せせらぎの宿へどうぞ

今年で三シーズンめを迎える金

山スキー場の安全祈職式か先月-九日行われました｡

昨シーズンは'仁万r千人のス

キーヤーでにぎわい､今/-ズンはこれを上回ることが予想され､また､皆さんの要望なともあり､今まてのゲレンデを改帽し､苧わに上級者向けに梯川コースを増設しました｡

営業時間は午前九時より午後四
時まで､リ7-利用料'貸スキー料はつぎのとおりです｡リフト利用料

大人一回券　　　　　百三十円大人回数券(十一枚)千三百円子供一回券　　　　　　八十円子供回数券(十一枚)　八百円

実スキ-料
二時間千円､三十分超すごとに

)

)

五日円

金山峡温泉せせらぎの宿も､去
年の山月十l･l日オープンし､十月十一月の二月間機槻放Ea･のため休♯し皆さんにはこ迷惑をおかけしましたが'今は故節も在り甘半致しております｡併せてこ利用-どさいo営集時間

午前九時から午後九時まで
使用料(大広間)

大人(中学生以L)二打石TH子供(小学生)　　　　二百円老人〓ハ十五歳以上)　二百円幼児(小学生未満)　　　打円滋個室もありますoまた'五月
一.Tl;まで暖媒料として→人

七十円いただきます｡

入場税
大人　　　　　　　　打血-円-わし-は'役場商工観光課C]

内線208'せせらきの宿℡⑤2172'スキー場管理棟℡⑤2467におたづね-ださい｡

JlttB･アキカンは捨てないで〃スキー場､せせらぎの宿は､国

有林野内にありますDゴミやアキカンはその場に捨てないで､所定のゴミ符に拾てるか'各自コミ袋を用意し'持ち帰りましょう｡

個人年金は

私的年金

個人年余は､従机､信託銀行､

生命保険全社等の民悶金融機関で耽り扱っていましたがr昨年九月からは郵政省も加わり祁題になっています｡

この個人年金は'EE民年金や厚

生年金などの公的年金とは別に､さらに老後の備えを希望する万か任意に契約する貯企て､郵便年金も同じ-'｢私的年金｣てす?
個人年金は､取り扱い金融機関

によって'それぞれ内答は追いますが'その多-は伐期の貯蓄の受け取りカ法を､年金に似た型で分割で受け取るようにしたものて､すへての年金給付は､加入者の納めた保険料の掛金を､個々人の生活波計に合ったかたちで自由に選択できるようになっています｡

どちらが有利か

国民年金と

個人年金

国民年金と'個人年金はどちら
が有利かという話題をよ-耳にしますが.個人年金は自らの努力て

)

)

貯金した}お金を自分の老後に計画的に尽け取る仕組みのものであり､国民年金と個人年金を直接比較して有利･不利を論ずることはできません｡国民年金は｢公的年金｣ ､個人年金は｢私的年金｣であるということをお考えいただければよろしいかと思います｡国民年金の特徴●国民年金は物価スライト制をと

り入れているため'杓米もインフレなどで'年金が目減りすることがありません｡●国民年金は受け取る年金の三分のlに相当する折を閲が負担しております｡●国民年金は事務費や人件費等の必要経饗を保険料の中でまかなうことなく'全額国が白根しております｡

ンル①相即

標津町
ボランティア･クラブ

私たちのクラブは'現在二ー一

人で活動しています｡昭和五卜一年､標津町青年ボランティアクラブとして発足しましたo

去年十二月に､｢青年｣を削除

し｢標津町ボランティアクラブ｣として､広-ボランティア活動を行おうと再出発しましたo

活動の中心は町つ-りで､去年

から五力年計画で町の木｢ななかまど｣を町内いっぱいにしようと植樹しています｡そのほかに､ゴミ拾いなど町をきれいにする活動を主に行っています｡去年は'サケのそ上見学でにぎわった薫別川河口周辺の晴蹄をしました｡あき缶や紙-ずが'大きなビニール袋十六にもなり､｢きれいな町･標津町｣をめざす私たちにとっては､まことに悲しいことでした.

現在､きれいな町づ-りをしよ

うと今後の活動を計画中です｡
入金希望の方は'役場℡②21

31星京子か山口将情までどうぞ｡

町技-剣道　町木川ななかまど　町花･.･はまなす

健康相駁日一月八､二十二日　午前九時から午後三時まで役場健康相鼓室(基幹集落センタI)



広　報　し　べ　つ

燃料小売店E]社

去る-,刀-LC=､則内で燃料

小光柄を絶!;:する大坪洋石油販光㈱標雄常準仰(所長･森常雄さん)'㈱近様而帖で代表収柵役･近藤息判,]<)､相棒アポロ和泊㈱(代表取締役･後藤-邦㌔)､肘二共燃料(代袈取締役･前相良イ㌦)の川祉が小野町1iHを訪れ､町のために役だてて-LJさいと.IT万円を寄付されました.

これら川Hは､本町か推し進め

ている新生は逃勅を,)理解-だきり､従瀬行ってきたお客様への歳指を鵬L#付されたJaのてすC歳妻養配分

第1 78号∃

町社会福祉協議会

昭和⊥-･ハ勺度の歳末見舞へ　し

みなさんの沖なで`白八-二刀ヒ

広報しべつの表紙写真を皆さんから募集します　くわしくは総務課広報係まで
千七日.二十九円(-二月十八日まで)にもなりました｡厳しい社会情勢にもかかわらずこ協力-ださいましたことに深-感謝申し上げます｡

当協議会では､先月-1L=Sに理
解および評議会を開催し､つぎのように配分致しましたo

▼安保連家庭分〓ハ1.世郡)
六十二万三千円　▼独屑老人分(二卜八人)十四〃円　▼長寿者分(八十八歳以上の方十一一人)六万円　▼長期入院者分(Lハカ月以上の方四十九人二.十円PH千円▼長期自宅療養者分(六カ月以上の方l　十一人)卜刀にrEE　▼社会相加地設入所着分二-八人)卜八万円　▼福祉L=油支給者分(安保稚家庭および独居老人八卜九世帯)ド+六万九丁九･Zt　十円▼北海道共同募金会へFl,力川千八打十九円

※このほかに､町ては､生活保
洩世帯に歳末見舞食を､安保識家庭と独屈老人に旭祉灯油を支給しましたo

この調秀は､北海池魚紫の尖際
を把催して農政の重要な甚礎資料とするものてす｡

銅盤の対象となる農家および農
家以外の農業や業体には､調速日の前後に湘在只が訪問しますのてこ協力-ださい｡

銅盤についての問い合わせは､

役域総務深企画調速係℡②2131内線105までとうぞ｡

た1JL､はがき､郵便番筒とも､

切丁に相当する部分を汚したり､傷つけたりしたものは､交換できません｡

ー社会相祉協議会へ～
⑳杏輿返しを廃し

▼井　藤　勝　男　　東川北▼中　山　　　輝　　川北旭町

◎全快祝を廃し
▼斉　雌　　　稔　　古多糠▼今野武右衛門　崎無災

◎活動資金として
▼山　崎　勝　行　　住i:;町▼標津町女性ドライバークラブ▼聖　文　標　津▼中標津剛ロータり-クラブ

(敬称略)

2月の不燃物収集日
El l.::態

川北巾街地い　伊茶仁瓜蛾･浜TE多糠･煎別崎無雅･占多糠市街

I. I.朋絹㈱
新川卜町･川上町栄　　町･練　町弥栄町

i. I.:<粥触
本　町･鳩ケ丘町双茶剛･桜木　町は土日町･火浜　剛先月ぢの年末年始の集精

で､燃えないゴ～)の収災日那)月四､五､六日となっているのは､一月六'七､八EErのⅦ速いでした｡訂正しておわびします｡

)協力Vださい

北海道農共益本調査が∴月
現在で太地されます0

､

㌧

官製はかきで､E=き捌じたもの

や多-印刷しすぎてしまっL'あいさつ状などは'郵便局に持っていくと､新しいはがきと取り換えてくれます｡

交換手数料は､次のとおりですD

●過瑞はかき　　校hE　_抹糾はがき　1枚卜円　●このほか〟,,,二･レター〟と呼ばれる郵便E=簡i　枚卜円で交推してくれますo

試形正朔さん　(桜木町)　の投射

努-ん･ハ歳が､｢心身搾無比のLJめに使って-ださい｣と､今まて貯念していた小近いを標棟町手をつも-親の会に寄付しまLLJb

神内正頚金蛇は､｢八歳の勿-

んの沖j=}に感心しました｡全の活動の励みになります｣と+.gしていました｡

)

｣

標津町だより1戸∃28巳･ 2月18日NHK総合テレビ(午前8時14分から)NHKラジオ釧路第1放送(午後3時56分から)　　8


